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 ア ウ イ ア エ ウ オ ウワ 

ハ ሀ ሁ ሂ ሃ ሄ ህ(ハ) ሆ  

ラ ለ ሉ ሊ ላ ሌ ል ሎ ሏルワ 

ハ ሐ ሑ ሒ ሓ ሔ ሕ(ハ) ሖ  

マ መ ሙ ሚ ማ ሜ ም ሞ ሟムワ 

サ ሠ ሡ ሢ ሣ ሤ ሥ ሦ  

ラ ረ ሩ ሪ ራ ሬ ር ሮ ሯルワ 

サ ሰ ሱ ሲ ሳ ሴ ስ ሶ ሷスワ 

シャ ሸシャ ሹシュ ሺシ ሻシャ ሼシェ ሽシ ሾショ ሿシワ 

カ ቀ ቁ ቂ ቃ ቄ ቅ ቆ ቋクワ 

バ በ ቡ ቢ ባ ቤ ብ ቦ ቧブワ 

タ ተ ቱトゥ ቲティ ታ ቴ ትト ቶ ቷトワ 

チャ ቸチャ ቹチュ ቺチ ቻチャ ቼチェ ችチ ቾチョ ቿチワ 

ハ ኀ ኁ ኂ ኃ ኄ ኅ(ハ) ኆ ኋフワ 

ナ ነ ኑ ኒ ና ኔ ንン ኖ ኗヌワ 

ニャ ኘニャ ኙニュ ኚニ ኛニャ ኜニェ ኝニ ኞニョ ኟニワ 

ア A U I ኣ ኤ E O  

カ ከ ኩ ኪ ካ ኬ ክ ኮ ኳクワ 

ハ ኸ ኹ ኺ ኻ ኼ ኽ ኾ  

ワ ወ ዉウ ዊウィ ዋ ዌウェ ውウ ዎウォ  

ア A U I ዓ ዔ E O  

ザ ዘ ዙ ዚ ዛ ዜ ዝ ዞ ዟズワ 

ジャ ዠジャ ዡジュ ዢジ ዣジャ ዤジェ ዥジ ዦジョ ዧジワ 

ヤ የイェ ዩ ዪイ ያ ዬイェ ይイ ዮ  

ダ ደ ዱドゥ ዲディ ዳ ዴ ድド ዶ ዷドワ 

ジャ ጀジャ ጁジュ ጂジ ጃジャ ጄジェ ጅジ ጆ ጇジワ 

ガ ገ ጉ ጊ ጋ ጌ ግ ጎ ጓグワ 

タ ጠ ጡトゥ ጢティ ጣ ጤ ጥト ጦ ጧトワ 

チャ ጨ ጩ ጪ ጫ ጬ ጭチ ጮ ጯチワ 

パ ጰ ጱ ጲ ጳ ጴ ጱ ጶ  

ツァ ጸツァ ጹツ ጺツィ ጻツァ ጼツェ ጽツ ጾツォ ጿツワ 

ツァ ፀツァ ፁツ ፂツィ ፃツァ ፄツェ ፅツ ፆツォ  

ファ ፈファ ፉフ ፊフィ ፋファ ፌフェ ፍフ ፎフォ ፏフワ 

パ ፐ ፑ ፒ ፓ ፔ ፕ ፖ  

ヴァ ቨヴァ ቩヴ ቪヴィ ቫヴァ ቬヴェ ቭヴ ቮヴォ  



  西 真如 2004年 04月 
  http://www.tsuno.org/ef/data/kana.pdf 
 

注釈 
 

1. この表は、フィダル（アムハラ語の表記に使われる文字）を、カタカナに転写するため

の目安として用いてください。正確な発音を表記するためのものではありません。特殊記

号を用いた正確な発音表記は Leslau, W., Concise Amharic Dictionary (Otto Harrassowitz, 

Wiesbaden, 1976) などを参照してください。 

学術論文でアムハラ語のカタカナ表記を用いるときは、フィダル表記あるいはアルファ

ベットに転写したものを添えたほうがよいでしょう（ラテン転写法試案を参照してくださ

い）。 

 例 1）「チラク（ጭራቅ）とは、人を喰らう怪物のことです。」 

例 2）「チラク（chiraq）とは、人を喰らう怪物のことです。」 

 

2. 表のフィダルに対応するカタカナの行と母音列とを組み合わせることによって、転写を

おこないます。なおアムハラ語の母音は七つあり、第一～第七母音という番号で呼ぶこと

になっています。 

例）ሱ（サ行第二母音）= ス 

 

3. 上記のルールに従わないばあいは、ጭチのように表中の文字の脇にカタカナで転写法を

示してあります。またハ行の第六母音は「フ」と表記しますが、「ハ」と表記した方がよい

こともあるので、表では ህ(ハ)のように示しました。 

 例 1) ባሕር = バフル (bahir) 

 例 2) ባሕሪይ = バハリイ (bahriy) 

 

4. アムハラ語には日本語の促音に似た音 (long consonant) があります。これはフィダルに

は現れませんが、カタカナに転写する場合には、小さい「ツ」を挿入することによって表

記します。また「ン」を挿入するばあいもあります。なお下記の例 1 で「ミットミッタ」

と表記するのは誤りです。 

 例 1) ሚጥሚጣ = ミトミッタ (mitmitta) 

 例 2) ደመና = ダンマナ (demmena) 

 

5. アムハラ語には短母音と長母音の区別がありません。したがって、カタカナ表記で長音

を表す記号「ー」は使わないほうが良いでしょう。例えばቃሪያは「カリヤ」とすべきで、

「カーリヤ」と表記しないほうが良いでしょう。 


